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というタイトルになっていますが、話すことは

　1. BH“近傍”の観測者が見るBH

　2. BH“近傍”の光子が捕獲される／遠方に逃げる割合

＊3. 測地線方程式を解く技術 (1) : Kerr時空

＊4. 測地線方程式を解く技術 (2) : 一般時空

＊5. 一般相対論的輻射輸送 (1) : ray-tracing法

＊6. 一般相対論的輻射輸送 (2) : より一般の場合

です。1.と2.の文献は
   R.Takahashi & M.Takahashi, 2010, A&A in press (astro-ph:1002.XXXX)
3.-6.の技術の一部は過去の文献にあります。



BHに光子が捕獲される割合



Thorne (1974)



Thorne (1974) : アルゴリズム



無限遠からみたBHの影のイメージ

•影の形状は時空計量を直接反映する。



無限遠からみたBHの影の輪郭

•影の形状は時空計量を直接反映する。



BHの影と最内不安定光子軌道
        (Innermost Unstable Photon Circular Orbit : IUPO)



ヌル測地線
＊Boyer-Lindquist座標

＊Boyer-Lindquist座標で書かれたKerr時空のヌル測地線方程
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無次元化



ヌル測地線と最内不安定光子軌道(IUPCO)
＊最内不安定光子軌道
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LNRF運動量

•後で一般的なorthonormal frameで計算する。

•Locally non-rotating reference frame (LNRF)
   にいる観測者をまず考える。



無限遠からみたBHの影の輪郭



有限距離の観測者から見たBH影



BH近傍の観測者が見るBHの影
•LNRF観測者の場合



BH近傍の観測者が見るBHの影
•LNRF観測者の場合



BH近傍の観測者が見るBHの影
•LNRF観測者の場合



光子捕獲率の計算 (1)
•立体角＝半径１の球面上の面積



光子捕獲率の計算 (1)
•立体角＝半径１の球面上の面積

•LNRF観測者が見る場合



光子捕獲率の計算 (2)



光子捕獲率の分布



BH近傍の観測者が見るBHの影
•LNRF観測者の場合



一般の速度場を持つ観測者の場合



BH近傍の観測者が見るBHの影



光子捕獲率の計算 (3)



光子捕獲率の計算 (4)



光子捕獲率の分布
•自由落下する観測者の場合



光子捕獲率の分布
•ケプラー回転する観測者の場合



まとめ
•Kerr BH近傍でのBHによる光子捕獲率分布の計
算を行った。

•従来の方法は、測地線を飛ばしたり、粒子の方
向の一つ一つについてBHに捕獲されるか判断す
る必要があった。

•新たに導いた式は、１変数積分を行うだけであ
るので、結果が正確な上に計算もかなり軽い。


